
Japan Society of Physiological Anthropology

NII-Electronic Library Service

Japan 　Sooiety 　of 　Physiologioal 　Anthropology

Ann ．　Physiol．　Anthrop，
　　 9（3｝：　265−273．1990．

ネ パ ー
ル 人を対象 と した体脂肪率 と生活形態 に 関す る比較研究

大坂 　哲 郎
1）

， 許斐　貞美
2＞

， 大柿　哲 朗
3）

， 吉 水　　 浩
4）

， 川 崎　晃
一m．3＞

上 園 慶子
3）

， 伊藤　和枝5）
， 千 々 岩智香子

6｝

　　i）福岡工業短 期大学

　　2）福岡 工業大学

　　3， 九 州大学健康科学 セ ン タ
ー

　　4 ）久留米大学

　　5）中村学園大学

　　6 ）南大阪総合健診 セ ン タ
ー

AComparative 　Study　of ％Fat　and 　Living　Style　on 　Nepalese

　　　　　　　　　　　　Tetsuro 　OsAKAI｝，　Sadami 　KoNoMI2 ｝
，
　Tetsuro 　OGAKI3》

　　　　　　　　　　 Yutaka　YosHIMzu4）

，　Terukazu　KAwAsAKI3｝，　Keiko　UEzoNo3）

　　　　　　　　　　　　　　　　 Kazue　ITos） and 　 Chikako　CHu ：lwA δ）

ヱ丿 Fu t々foka ／unior 　College　Of　Technoiogy，3 −30 −1，〃妙 70・ltigashi，　Higashi−hu，　Fukztoんa，8ヱ1−02 加  

2）Fukerofea　Institute　q厂 Technology

3）lnstititte〔ゾ Health　Science，κ嬲 s伽 University

4丿 DePartment 　ol
厂

召露 娩 and 　Physieal　Edttcation．　Kuntme 　Unive7sめ ・

5）Di
’
vision げ Food 　 and 　N π げ癬 ゴo” ，　Nakamura 　Galeuen　 College

6）1）ePartment げ Health　ImProvement ，　Minami ・05α々 α Tota9 ．Heatth ∫‘ reening 　Center

　Measurements　of ％Fat，　nutrient 　intake　and 　lnaximal 　 aerobic 　power （MAP ）were 　carried 　out

on 　Nepalese　to　 clarlfy 　the　cause 　of 　obesity 　attended 　with 　modernizatbn ．　One　hundred　thirty・

two 　males （KV ）who 　have　a 　natural 　livlng　style，20−84　years　of　age ，　in　rural 　district　and 　237

males 　who 　have 　a　living　style 　affected 　by　the　 rapid 　urbanization
，
　in　surburban 　district　were

selected 　as　sublects ．　The　sublects 　of 　surburban 　district　were 　div正ded　into　two　groups．　One 　of

them 　 included　147　 farmers（BF ）who 　engage
’
in　not 　mechanized 　farrning，20−73　years 　 of 　age ．

Another 　group 　included　90　students 　and 　wage 　laborers（BNF ）who 　go　to　and 　from 　Kathmandu

（the　capital 　of　Nepal），20−57　years　of 　age ．

　％Fat　was 　estimated 　from　skinfold 　thickness　according 　to　the　method 　of 　Nagamine （1975），

The　survey 　for　the　nutrient 　1ntake　was 　carried 　out 　by　the 　24・hour 　recall 　method 　to　obtain 　the

indiv三dual　food　consumption 　using 　the　food　models ，　Measurement 　of 　MAP 　was 　macie 　indirectly

by　the　modified 　 of 　Margaria 　et　al （1965），

　 The 　 main 　 results 　 are 　 summarized 　 as 　fQl1Qws．

　DMean ％Fat　and 　the　appearance 　rates 　of　obesity 　in　each 　age 　group 　showed 　high　values

　　 in　following　 order ： BNF ＞ BF ＞KV ，

　2） Mean 　caloric 　i冂take 　in　IくV 　was 　higher　than　those 　in　BF 　and 　in　BN 臼 n 　almost 　all　age

　　 groups　and 　no 　signficant 　difference　was 　found　between 　BF 　and 　BNF 　in　aU 　age 　groups，

　3） No 　sign1ficant 　differences　in　mean 　fat　intake　and 　in　mean 　animal 　fat　intake　among 　all
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　　 groul）s　were 　found　in　almost 　an 　age 　groups 、〜lean　fat　energy 　ratio 　and 　rnean 　animal 　fat

　　 energy 　ratio 　of 　each 　group 　were 　very 　low　cQmpared 　to　that　of　Japan，

　4） Mean 　fiber正ntake 　in　KV 　was 　higher　than 　those 　in　BF　and 　in　BNF 　in　all　age 　groups．　But

　　 no 　significant 　difference　in　mean 　fiber　lntake　between　BF　and 　BNFwere 　found　in　all　age

　　 groups　and 　its　values 　were 　higher　compared 　to　that　of　Japan．

　5） Mean 　MAP 　in　KV 　was 　higher　than　those　in　BF 　and 　in　BNF 　in　 almost 　all　age 　groups ．

　6） No 　significant 　differences　in　MAP 　were 　found　between 　BF 　and 　BNF 　in　all　age 　groups．

　　 However　it　is　considered 　the　degree　of 　inactivity　in　BNF 　was 　higher　than　that　in　BF 　and

　　 the　quality　of　physical　activity 　between 　BF　and 　BNF 　was 　dearly　different．

　From 　these　results 　lt　is　considered 　the　cause 　ofobesity 　attended 　with 　modernizat 三〇 n　may 　be

due　to　the　decrease　and 　qualitative　change 　of 　physical　 activities ．

Key 　words ：％Fat，　Living　style ，　Nepa 弖ese ，　Modemlzation，　The 　cause 　of 　obesity

　肥 満 が 近代化 と と もに 増加 し，退行性疾患増加 の
一

因 とな っ て い る こ とは ，周 知 の 事実 で あ る．しか し，

肥満を増加 させ た 原因 に つ い て は諸説がある，た とえ

ぽ，北 川 （1984）は ，昭 和40年代 に 日 本 に お い て 肥 満が

急速 に 社会 問題化 し た 主要な 原因 は ， 日 本 が 高 力 Pt

り
一
摂取時代 に あ っ た た め だと し て い る．ま た，脂質

摂取量，特 に 動物性脂質摂取量 の 増加 お よ び 繊維 の 摂

取量低 下な どの 食生活 の 変化が肥満化を もた ら し た と

する説（長嶺，1981 ：池 田 ，
1982 ：後藤 ＆ 及 川，1985）

もある ．

　
一

方，Mayer（ユ974）は，ラ ッ トを用 い た 実験や 疫学

的研究 の 結果 か ら，
一

定 の 運動量 が 確保され て い れ ば

肥満は起こ らず，肥 満は著し い 運動不 足 の 場合 に だ け

認 め られ る こ とを明 らか に し て い る．さ ら に彼は
， 多

数 の 研 究結果 を 引用 しつ つ ，肥 満 の 原 因 は身体活動量

の 低下 で あ る こ と を証明 し，近代西 欧諸国 に お け る肥

溝症 の 増加 も ， 不 活発 に よ っ て も た ら され た 可 能性 が

ぎわ め て 高 い と し て い る．

　以上 の よ うに ，近代 化に 伴 う肥満増加 の 原因 に つ い

て は 統
一

され た 見解が 得 られ て い な い ．そ して
一

般 に

は，肥 満 の 原因 は多食と消費 エ ネ ル ギ ー
の 低下 に よ る

もの だ と，ぎわ め て あい まい に 包据的 に と らえられ て

い る ．こ の 原 因 は，若菜 ら （1981）が 指摘し て い る よ う

に 肥満 と栄養 と運動を同時 に み た 研究が少な い こ と に

起因 す る もの と考 えられ る．

　 と こ ろ で ，ネ パ ール 王国 の 首都 力 卜r ソ ズ お よ び そ

の 近 郊 は急速 に 近代化さ れ つ つ ある．し か し，そ の 他

の 地 域 で は ，依然 と し て 日本 の 明治時代 に 相当する生

活が営ま れ て い る．つ ま リネ パ ー
ル 王国 は

， 近代化 と

肥満 の 関係を明 らか に す る た め の 最適 の フ ィ
ール ドだ

と考え られ る の で ある．そ こ で 本研究 で は，近代化 さ

れ る 以前 の 日本社 会に 類 似 した 生活を営 む ネ パ ー
ル 人

集 団 と近代化 され つ つ あ る 地域 に 居住する ネ パ ール 人

集団を 対象に ，肥 満 と栄養 と運動 に 関す る総合的調査

を実施 し，近代化 に 伴 う肥 満増加 の 原 因を明 らか に し

よ うと した ．

　　　　　　　　　　 方　法

1 ．被験者

　近 代 化 さ れ る 以 前 の 生 活 を 営 む 集 団 と し て

Kotyang村 （以下 K 村 と略）成人男予 132名を，近代

化さ れ つ つ ある 地 域に 居住 す る 集 団 として Bhadra −

kali村 （以下 B 村 と略）成 人 男子 237名 を 対象 と した ．

なお，両村 お よび 被験者 の 特徴 は 下記 に 示 した ．

1）K 村

　K 村 は ，ネ パ ール 王 国の 菖都カ トマ ン ズ の 東，颪線

距離 に し て 約 25km の 丘陵地 帯 に 位置す る村で ある．

こ の 村 に は電気 もな く ， 徒歩以外の 交通 手段 も全 くな

い た め ，住民 は 近代文明の 影響を ほ と ん ど受 けな い 生

活を営 ん で い る．被験者 の ほ とん ど は農業従事者 で あ

り ，
か な り標 高差 の あ る 段 々 畑 で イ ネ ，ト ウ モ ロ コ シ

1

コ ム ギ ，オ オ ム ギ な どの 穀物を 栽培 して い る．

2 ） B 村

　B 村 は ，カ ト マ ソ ズ の 北北 東約 6km の 平 地 に 位置

する村で ある．こ の 村は 首都 カ ト マ ソ ズ に 近 く，しか

も，きわ め て 交通 の 便が よ い た め
， 住民 は か な り近代

文明 の 影響を受けた生活を営 ん で い る．被験者 の 約 6

割 は ， 農業従事者で あ り ， イネ， コ ム ギ な どの 穀物 を
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栽培 し て い る．な お，大都市近郊で は ある が，農業 は

機械化 され て い な い ．ま た，被験 者 の 約 4割 は，カ ト

マ ン ズ へ 通 勤 ，通学す る賃 労 働者 や 学生 で あ る．賃労

働 の 内容 は ，政府役人，教員，大 工 ，商人 と多彩で あ っ

た．

2 ．測定方法

　身長 は，マ ル チ
’
f の 人体計測器を用 い て 0．1cm 単位

で 測定 した．体重 は 校 正 し た ヘル ス メ ータ を 用 い 着衣

の ま ま で 測定 した が ，特 に 補正 は行わ な か っ た ．体脂

肪率（以下％Fat とす る ）は ，栄研式皮脂厚計を用 い 右

上腕三頭筋中央部，右肩甲骨直下部 の 皮下脂肪厚を測

定 し，N　 agamine （1975），　 Brozek ら（1963）の 式を用 い

て 算出 し た，

　栄養調査 は ，フ
ードモ デ ル を用 い 面接聞 き取 り法（1

日 ）に よ り行 っ た．聞 き取 りは，目的 ・方法 を十分理解

し た ネ パ ール 人 の Sherpa な ら び に 看護婦 と ネ パ ール

在住 の 日 本人栄養士 が 行 っ た ．栄養素等摂取量 の 算 出

に は，代表的料 理 30品採取 し，分析 し た食 品成分値 を

用 い た ．そ の 他 の 食品 に つ い て は ，Nutritive　Value 　of

Indian　Foods （Gopalan、　et　al，　1974）な らびに 四 訂 日

本食品 成分表 （科学技術庁資源調査会，1974）を用 い

た ．

　身体活動量 の 目安 と して ，Maximal　Aerobic　PQwer

（最大駿素 摂取量，以下 MAP と略）を測定 した ．　MAP

は ，ス テ ッ プ 台 に よ る
一

定負荷（2 回 ）の 最大 下作業時

の 心拍数か ら Margaria 〔1965）ら の 方法 に 準 じた 間接

法 に よ っ て 推定 し た．

　　　 　　　　　　　 結 　果

　表 1 − 4 お よ び 図 1 に は
， 両村被験者 の 形態 ， 栄養

お よ び MAP の 測定結果 を示 した が，　B 村 に つ い て は，

農民群 （以下 BF 群 と略）と非農 民群 （以下 BNF 群 と

略） に 分類 し比較 し た．ま た，各群 の 年齢構成，平均

年齢 （表 1）に は，著し い 差 がみ られ た た め ，比較は 年

齢 群別 に 行 っ た ．な お ，統計処理 に は 分散 分析を用 い
，

有意差 の 認 め ら れ た 項 目 に 関 し て は，多重 比 較検 定 を

行 っ た．た だ し，60歳代 の 比較 に つ い て は，BNF 群 の

被験者が い ない た め ，t 検定 を使用 し た ．

Table　l　　Comparison　of　age 　and 　morphological 　measurements ．

（Kotyang）

Age
　 　 　 　 N
Group

Age

（yr）

Height

（cm ）

Weight

（kg＞

　 Skinfold　thickness
Triceps　　 Subscapular

（mm ）　 　 　 ｛mm ）

％ Fat

（％）

20−2930
−3940
−4950
−5960
十

Total

46　　　24±　3　　　160．8± 6．3
33　　　34：t　3　　　160．2 ：t6．1

24　　　44±　3　　　155．6± 6，5

12　　　56± 　2　　　156．9：辷7．3
17　　　64ゴ：　6　　　160．1：辷5．9

132　　　38：ヒ14　　　159，3± 6，7

48．3：ヒ　4，7

46．9± 　5，7

45，1±　5．4

45、1±　5．1

46 ．5：ヒ　7、6

46．8d：　5．7

4．3士 2．0

4．0± 1．5

3．9± 1．0

3．8± 1．0

4 ．8± 2 ．4

4．2± 1．7

6．5土 1．7

6．8± 1．8

6．6± 1．7

7．3± 0．9

7．9± 3．3

6，8± 2．O

10，7± 2．0

10，7± 1．7

工0．5 ：辷1．3

11．5 ：辷1．9

11．8 ：辷2．8

10，9± 2．0

（Bhadrakali　Farmer）

20−29　　　　34　　　24：ヒ　2　　　159．4± 7，1　　　46．5±　4、8

30−39　　　27　　34± 　3　　 160．2 ：ヒ4．7　　 47．4 ：辷　5．3

40−49　　　　32　　　44 ：辷　3　　　 159．6± 7，5　　　 48．5±　7．4

50−59　　　　29　　　54±　3　　　 158．3：ヒ6．3　　　45．0 ：ヒ　6．6

60十 　　　　　　25　　　64±　4　　　157．5：ヒ5．5　　　44．7±　7．3

Total　 　 l47　　43± 14　 　 159，1± 6，5　 　 46．5± 6．5

6．4 ：ヒ2．7　　　　10．6± 2．8　　　　14．6：ヒ2．6
6，7 ：t3 ．5　　　 10，2：ヒ3．1　　　 14、5± 3，8
6．O± 3．8　　　　10．9± 4．G　　　　ユ4，2± 3．7

5．6± 2．9　　　　 9．1± 2．5　　　 13．3：ヒ3．0

6、5± 2，8　　　　9．4± 4、3　　　 14．0± 3，8

6、2±3、2　　　 1  、1± 3，5　　　 14．1± 3．4

（Bhadrakali　 Norfarmer ）

20−2930
−3940
−4950
−59Total

4763

°
Q

心
U

−

　

　

　匿
9

23± 333
± 344

± 252
± 427

± 8

163．3：ヒ5，5
164．2± 4．7
165．0：t8．6
167．1ニヒ5，1

163．7：ヒ5．7

48，8：ヒ　5．9
53，7± 　8．1
55．61： 10．0
59．3：ヒ　4．9

50．5」：　7．3

8，1±4．2
ユ0．0：ヒ4，9
9、8± 5．1
10．0± 5．1

8．6± 4．5

11，2：ヒ4．0
12．8：辷6，3
15＿8± 7．4

15．2：ヒ3．〇

三1．9 ：ヒ5．O

15，9：辷4，2
17，6± 5．6
18．7：ヒ5．9
18．1：ヒ3．3

16．5：ヒ4．7

Figures　denote　mean 　and 　standard 　deviation．
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Table　2　　CQmparison　of 　the　appearance 　rates 　of 　mild 　obesity 　and 　obesity ．

KOtyan9
Bhadrakali

Farmer Non ・famer
　Japan
（Fukuoka）

Mi！d　 　 Obese　 　 MIIdObeseMild 　 　 ObeseMi ！d　 　 Obese

20−2930
−3940
−4950
−5960
・一

4，43

．Oe

．08
．311

，8

0．00
．eO

，00
．Oo
．o

33．329
．615
．617
．234
．5

6．17
．49

．43

．53

．5

−
冖
’

冖
’

7

O
」

【
ず

6
だ
U

311

浸
∪

14，135

，350
，033
，3

37、333

，350
，050
．075

，0

20．323

．325

、016

，725

．0

Total 4．5 O．0 26．O 8．2 34．4 21．1 39．1 22．3

Miid　Obe＄ity；％Fat　above 　15％，be［ow 　20％．Obesity；％ Fat　above 　20％，

1 ．体脂肪率な ど

　表 1 に は，形態測定の 結果を示 した ．平均身長 は，

全 て の 年齢群 に お い て BNF 群 が 他 の 二 群 よ り高か っ

た が，有意な 差が認め られ た の は K 村 との 40歳代 お よ

び BF 群と の 20歳代 の 比較 の み で あ っ た ．　 K 村 と BF

群 の 比較 で は
， 全 て の 年齢群 に お い て 有 意 な差は 認 め

ら れ な か っ た ．平 均 体 重 は ，全 て の 年齢 群 に お い て

BNF 群が他 の 二 群 よ り高く，そ の 差 は 20歳 代 お よ び

BF 群 と の 40歳代を除 く，全 て の 比較 に お い て 有意で

あ っ た ．K 村 と BF 群 の 比較 で は ，全 て の 年齢群に お

い て 有意な差は認め られ な か っ た．

　平均皮下脂肪厚 お よ び ％ Fat は，全 て の 年齢群 に お

い て BNF 群 が 他 の 二 群 よ り高 く， そ の 差 は，　 BF 群 と

の 20− 30代 の 肩 甲骨直下部皮脂厚 お よ び20歳代 の ％

Fat の 比較 を除 く，全 て の 比較 に お い て 有 意で あ っ た ．

K 村 と BF 群 の 比較 で は ，全 て の 年齢群 に お い て BF

群 の 方が高 く，そ の 差 は ，40歳代 の 上腕三 頭筋中央部，

50歳代 の 肩 甲骨直下部皮脂厚お よ び50− 60歳 代 の ％

Fatを除 ぎ有意 で あ っ た ，

2 ，肥満者 の 出現率

　今野 ら（1981）は ，％Fat と 血圧 お よ び血清 脂質 の 関

係 か ら ， 成入男子 の 場合，軽度肥満域を 15％以 上 ，20％

未満，肥 満域 を 20％以上 だ と し て い る，そ こ で 表 2 に

は ，本研究に お け る被験者を今野ら の 基準に よ っ て 分

類 し，各被験者群 に お け る軽度肥満 お よ び 肥満 の 出現

率 を比較 して み た ．な お ，参考資料 と して 日 本 の 都市

住民 （大柿 ら， 1985）の 結果を付記 し た．

　BNF 群 に お け る 軽度肥 満 お よ び 肥 満者 の 出現 率

は ，年齢群別 に み れぽ若干異な る もの の ，全体と し て

み れば 日本 の 都市住民 と大差 ない もの で あ っ た．ま た，

BF 群 に お け る 肥 満老 の 出現率 は ， 日 本 の 都市住民 お

よ び BNF 群 よ り明 ら か に少な い 傾 向を示 し た が，軽

度肥満者 の 出現率 は，15．6− 34．5％ で あ り，か な りの

高率 を 示 し た．一
方，K 村 で は 肥 満者 は 認 め られず，

軽度肥満者の 出現率もきわ め て 低 い もの で あ っ た．

3 ，栄養調査

　褒 3 に は， エ ネ ル ギ
ー

摂取量 などの 結果 を示 し た．

なお ，結 果 は体格 の 影響を 除去す る た め ， 体重当 りの

摂取量 で 示 し た ．エ ネ ル ギ ーお よ び 蛋白質の 摂取 量 は ，

ほ とん どの 年齢群 で K 村 が 他 の 二 群 よ り高 く，そ の 差

は 20− 40歳代で 有意で あ っ た ．BF 群 と BNF 群 と の 比

較 で は ，全 て の 年齢群 で 有意な 差 は 認 め られな か っ た．

脂質の摂取量 は ，20歳代 で K 村 が 他 の 二 群よ り有意に

高 か っ た が，他 の 年齢群 で は 有意な 差 は 認 め られ な

か っ た ，BF 群 と BNF 群 の 比較 で は ，全 て の 年齢群 で

有意な差 は 認 め られ なか っ た．

　動物性 蛋白質お よ び 動物性脂質 の 摂取量 は ，20歳代

で K 村が BF 群 よ り有意に 高 か っ た が，他 の 年齢群 お

よ び BF 群 と BNF 群 との 比較 で は，有意な差 は 認め

られ な か っ た．繊維 の 摂取量 は ，全 て の 年齢群 で K 村

が 他 の 二 群よ り高 く， そ の 差 は ，2 一40歳代 で 有意 で

あ っ た ．BF 群 と BNF 群 の 比 較 で は，全 て の 年齢群 で

有意な差 は 認 め られなか っ た．

　表 4 に は ，エ ネ ル ギ
ー

の 搆成比を示 した ．穀類 エ ネ

ル ギ ー比 （Cerea王energy 　ratio ）　 1・X，40歳代 で K 村 が

BF 群 よ り有 意 に 高 か っ た が，他の 比較 で は 有 意な 差

は 認 め られ な か っ た ．蛋 白質 エ ネ ル ギ ー比 （Protein

energy 　ratio ） は ，20歳代 で K 村 が 他 の 二 群 よ り有 意

に 高か っ た ．し か し，他 の 年齢群 で は 有意 な差 は 認 め

られ な か っ た ．脂質 エ ネ ル ギ ー比 （Fat 　energy 　ratio ），
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Tab且e　3　　Comparison　of 　nutrient 　intalces　per　body　weight ，

（K 〔）tyang｝

AgeGreup Energy

（kcae ）

Protein

（kca9）

Fat

（9）

Ani・Protein

　　（9）

Ani・Fat

　 （9 ）

Fiber

（9）

2 
一2930
−3940
−4950
−5960

十

Total

61．8± 25．8

6〔レ．6± 20．2

55，9：辷16．4

48、3± 22．6

39．9：ヒ14、2

56．4± 22、6

1．69：ヒ0，84
1．60± 0、60
1．41± 0，44

1．22：ヒ0．72

1．02：ヒ0．46

1．49± 0．71

0．60：ヒ  ，32　　　0．26士G．38
0．59± 0．27　　　0，32± 0．54
0．44：ヒ0．1．9　　　0．10士 0 ．26

0，40：辷0．29　　　0、15± 0 ．41

0、37± 0．26　　　0．07± 0 ，17

0．52：ヒ0．29　　　0，21：ヒ0 ，41

0．16：ヒ0，21

0．15± 0、24
0．07ti　 O．14

0．13± 0．23

0．06：と0，11

0．正3± 0，20

0．34± O．工9
0、32± 0．19

0．35± 0．工6

0．28± 0．工8

0．21± 0．09

0．31± 0．18

（BhadrakεL！圭Farmer）

20−2930
−3940
−4950
−5960

十

Total

44，1± 17．1

48．2 ：ヒ18、8

44，0± 11．5

46．5 ：ヒ27．1

42．2± 16．6

45 ．0± 18 ．9

1．05：tO，49　　　0．40：ヒ0．25

1．19± 0．56　　　0．53：辷0．38
1．07：ヒO．33　　　0．42：辷D．20
1．19」：0，73　　　0．50± 0，31
0．99土 0，45　　　 0．33：辷0．22

／．1〔）：辷O，53　　　0，44± 〔L29

0．07± 0 ，13　　　0．07± 0．12　　　0，16 ：ヒ0，09

0．16± 0．31　　　0．13± 0，23　　　0．18」：0，08
0．09± 0．19　　　0．｛〕8：ヒ〔〕，17　　　〔｝．18：ヒ0．08

0．14：ヒO．26　　　0．13± 0，21　　　0、19± 0，12

0．08± O ．16　　　0，07：辷0．13　　　G．15± D．08

0．11± 0．22　　　0．10± G．正8　　　0，17± 0．09

（Bhadrakali 　Non イ armer ）

2 一293G
−3940
−4950
−59Tota1

45．2±18．2　　　1．10±O．48
41，2± 16．9　　 1．06±0，48

33．9± 12，6　　　0．78± 0．32
27．5± 21，6　　　0，60± 0．57

43，1± 18，3　　　 1．05± 0．49

0．46：ヒ0．27
0．51± 0，23

G．44：ヒ0．4e

O．24± 0，17

0．46 ±0，27

0．19：ヒ0 ．28

0．15± 0，17

0．10± O．14

0，02± 0．04

0，17：辷0．25

0．13」： 0．18

0．12± O．13

0．08± 0，10

0．03± 0，05

0，12± O．17

O、王7：tO，10
0，ユ8± 0．10

0，11d：0．05
0．07± 0．09

0、16± 0．10

70

　
　

　

　　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

（

耄
、

顕
二

E）・
Φ

き

｝
ρ

。
・

Φ

＜

　

0
　

4
話
E一
X

甸

Σ

30

Figures　denote　mean 　and 　standard 　deviation．

L

ロ Kotyqng

oBhadrakati 　 Farmer

● Bhadrakall　 Non −farmer

垂
憂壬

　　　　　20　　　　　30　　　　　　40　　　　　　50　　　　　60
　　　　　　　　　　　　　　　Age （yrs ）

Fig．1　 Comparison　of　mean 　maximal 　 aerobic 　power
　 　 　 with 　standard 　deviation．

動物性蛋 自質比 （Animal　protein　ratio ） お よ び動物

性脂質比 （Animal　fat　ratio ） の 比較で は，全 て の 比

較 で 有意 な 差 は 認 め られ な か っ た 。

4 ．MAP

　MAP の 測定 は
， 希望者 の み に 行 っ た ．各群 の 被験者

数は ，K 村73名 （20歳代か ら順 に 36，23，10， 4 名），

BF 群64名（20歳代 か ら順 に 26，19，13， 6 名），　 BNF

群 72名 （20歳代か ら順 に 50， 16， 4 ， 2 名） で あり ，

60歳代の 被験者は い な か っ た ．

　図 1 に は ，年齢群別 の 比較を示 した が ，50歳代を除

く全 て の 年 齢群 で K 村 が 他 の 二 群 よ り有意 に 高 か っ

た．BF 群 と BNF 群 の 比較で は，全 て の 年齢群で有意

な差 は 認 め られな か っ た ．

　　　　　　　　　　 考　察

　％Fat の 平均値 お よ び 肥 満者 の 出 現率は ，　BNF 群，

BF 群，　K 村の 順 に 高 く，近代化 の 程 度 と肥満 に は密接

な関係 が 認 め られた．特 に，BNF 群 に お け る肥満者 の

出現率 は ，日本 の 都市 住 民 と 大 差 な い も の で あ り，

BNF 群が近代化 の 影響 を 強 く受けて い る こ とが推察
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Table　4　　 Cornparison　of 　nutritional 　ratio ．

（Kotyang）

Age　　　Cere．　En．
Group　　　　Ratio

Pro．　En．
Ratio

Fat　En．

Ratio

Ani ，　 Pro，
　 Ratio

Ani．　FatRatio

20−29　　　　79．2±　9．9　　　　10．8：ヒ1．6

30−39　　　　76．2 ：ヒ15，8　　　　10．7± 3．1
40−49　　　　84．6t：　8 ．9　　　　1G．2± 1，7

50−59　　　　81．2 ：ヒ13．7　　　　10．0 ：ヒ2．2

60一ト　　　　　79．1：ヒ13．9　　　　10．工：ヒ2．l

To【al 　　 79．6± 12．7　　 10．5± 22

8．8± 　3．0　　 13．2：ヒ16．2　　 23．6：ヒ26．5

8．8t：　4．〔｝　　 14．2± 23、4　　 20．7± 29．6

7．2士　2，7　　　　5．8± 14 ，1　　　12．3：ヒ23．9

7．8±　4． 　　　　7．6± 15．7　　　15，2i：26．2

8．2± 　3，9　　　5．3± 　9，6　　　12．6±21．2

8．3±　3．5　　　10，6：ヒ17．7　　　18．6± 26．7

（Bhadrakaii　Farmer ）

20−29　　　　79，0：t12．3
30−39　　　　77．1：辷 15．3

40−49　　　73．5± 13．1

50−59　　　　72．3：ヒ15．6

60−「 　　　　8D、5± 10，2

Tota1　 　 76．4± 13．3

9．4± 1．4

9．9± 2．2

9．6± 1．6

10．3± 1．8

9．3士 1．7

9．7± 1 ．8

8．6：ヒ　4，7　　　　6，1：ヒ11．3　　　工2．5± 2 ．7

8．9：ヒ　4．1　　 10．4± 17．3　　 18．3：ヒ27．5

8．8± 　4．7　　　8．O：ヒ16．5　　　工3．0± 24．9
10．5：ヒ　5．9　　　13．7± 22．9　　 22．3：ヒ32．8
7．0± 　3．3　　　8．2：ヒ15，2　　 15．1± 26，3

8．8± 　4．8　　　9，2：ヒ17，1　　 16．O± 26．8

（Bhadrakall　YL　 on
−farmer）

20−29　　　75．4 ：ヒ11，9　　　　9．8± 1．8

30−39　　　　66．6± 17．5　　　　1D．4± 1．6

40−49　　　　72．1土　9．3　　　　 9．1± 0．5

50−59　　　　52．9± 45．9　　　　8．0± 1．6

Total　　 72，8± 16、⊥　　 9．8± 1．8

9．8士 　6．0　　 16．1± 21．5　　 26．6± 32，1

12．0± 　5．0　　 13，3：t12 ．8　　 20．6：ヒ18．9
10，7d：　5．4　　　11．6± 13．6　　　工7．3：ヒ23．4
12．1：ヒ10．8　　　32．2± 45．9　　　40．5：ヒ52．7

10．4±　6．1　　　 15．8：ヒ21．3　　　25．3± 30．8

Figures　denote　mean 　and 　 standard 　deviaしion．

さ れ た ．

　近代化 に 伴 う肥満増加 の 原因 を 多食とす る見解 が あ

る （河合 ら，1976 ；北川，1984）．し か し，本研究の 結

果 で は ，エ ネ ル ギ ー摂取量 は，肥 満 が ほ とん ど認 め ら

れ な か っ た K 村住民 の 方 が 肥 満 傾 向 に あ っ た B 村 住

民 よ り高い 傾 向 に あ り， B 村内 に お い て も，肥満度 に

差 が 認 め られ た BF 群 と BNF 群 の エ ネ ル ギ
ー
摂取 量

に は 顕著な差 が 認 め られな か っ た ．ま た，K 村値 は ，

日本人 （厚生省，1988）よ りか な り高 い もの で あ り，

多食 が 肥満化 の 原 因とは 考 えられ な い ．

　そ の 他，食生活 の 変化すなわ ちfi旨質特に 動物性脂質

摂取量 の 増加 お よ び繊維摂取量 の 減少な どが，日本 に

お け る 肥 満の 増 加 と 同時に み られ た た め に ，こ れ ら を

肥満化 の 原因 とす る 考 えもあ る （長嶺，1981；池 田，

1982 ；後藤＆ 及 川 ， 1985）．し か し，本研究 の 結果で は ，

各被験者 群 間 の 脂 質お よ び動物性 脂質 の 摂 取量 に は ，

顕著 な差 は 認 め られ なか っ た．ま た ，各群 の 脂質 エ ネ

ル ギ
ー

比 は
，

日 本人 （厚生省 ，
1988） や 望 ま し い と さ

れ る値 （20− 30％ ；厚生省，1989） よ りか な り低 い も

の であ り，各群間に も有意な差 は 認め られ なか っ た ，

さらに ，動物性脂質 エ ネ ル ギ ー比 も，日本人（厚生省，

1988） や 望 ま し い とされ る値 （50％ ；厚生省，1979）

よ りか な り低 い もの で あ り，各群間に も有意な差 は 認

め られ なか っ た ．し た が っ て ，脂質お よ び動物性脂質

の摂取量 が 肥満化 に 影響 して い る とは 考 え られ ない ．

　繊 維 の 摂 取 量 は K 村 の 方 が B 村 よ り 明 ら か に 高

か っ た ．しか し，BF 群 と BNF 群 の 値は 日本人 よ りか

な り高 い もの で あ り，ま た ， 両 群問 に は 有意 な差 が 認

め られ な か っ た．し た が っ て ，繊 維 の 摂 取 量 が 肥 満化

に 影響 し て い る とは 考 え に くい ．

　肥満が食生活 よ り もむ し ろ 身体活勤量 の 低下 と 密接

な 関係 に あ る とす る説 は多 い （Stefanic　et　al．，1949；

Johnson　et　al．，1956；Mayer ，1974；若菜 ら，1981）．

本研究 に お い て は
， 身体活動量 を 目安 と考 え られ て い

る MAP は，50歳代を除 きK 村 の 方 が BF 群や BNF

群 よ り明 らか に 高 か っ た．5G歳代を 除 く K 村の 平均値

は ， ヒ マ ラ ヤ 登 山 の 案 内人 で 有 名 な Sherpa な ど

（Konne ら，198  の きわ め て 激 しい 日常生活 を営む集
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団 の 平均値に は 及ぽな い が ， 日本 ， 西 ドイ ツ お よ び ア

メ リ カ な ど の 工 業 先 進 国 の
一般 住 民 （Konno ら，

1980；斉藤＆宮村 ， 1982）よ りか な り高 い もの で あ り，

K 村住民 の 身体活動量が か な り高 い こ とが推察 され

た ．
一

方 ，
BF 群 と BNF 群 の 平均値 は ，と もに 工 業先

進国の 住民 と大差 な い もの で あ り，運動不足 の 傾 向 が

認 め られ た ．

　以 上 示 した よ う に ，K 村 と B 村 の 身体活動量 に は 顕

著な差が認め られ た ．そ して ，栄養条件 に は K 村 と B

村 の 肥満度の 差 を説明す る根 拠 が 見 あ た らなか っ た こ

と か ら，K 村 と B 村の 肥 満度の 差 は
， 両村被験者 の 身

体活動量 の 差 に 基 づ くもの で あ る と考え る こ とが で き

る．

　 と こ ろ で ，BF 群 と BNF 群の 比較で は ，栄養条件 に

も大差 が認 め られ なか っ た が ，MAP に も顕 著な差が

認め られ な か っ た．し か し，機械化 さ れ て い ない 農 業

を営 む BF 群と都市型生括を営む BNF 群 の 身体活 勤

量 に 差 が な い とは 考 え に くい ．そ こ で ，MAP の 測定を

行 え た BF 群 64名 ，
　BNF 群 72名 を，中高年者 で も維持

す べ きで あ る と考 え ら れ て い る MAP40ml ／kgfmin

（Cumming ， 1967； 1くonno ， 1980），％ Fat15％を Cutoff

pointと し，　 FN （Fit　Non ・obese ），
　 FO （Fit　Obese），

UN （Unfit　 NQn ・obese ） お よ び UO （Unfit　 Obese）

の 4群に 分類 し て み た．

　そ の 結果，Unfitを示す者 の 割合は ，　 BF 群 53．1％，

BNF 群 5L6％ で あ り，両群 間 に は 大差 が認め られ な

か っ た ，し か し，UN と UO の 出現率 に は 顕著 な差 が

認め ら れ た ，すな わ ち，BNF 群 で は UN （16．7％）に

くらべ て UO （34．7％）の 比率が 明 らか に 高 く，MAP

の 低 下 と肥 満 は 密接 な 関係 に あ っ た ．一方，BF 群 で は

UN （29．7％）と UO （23．4％）の 比率 に 大差がな く，

MAP の 高低 と肥満 に は一
定 の 関係 が 認 め られ な か っ

た ，

　若菜 ら（1981）は ，肥満 の 原 因 は主 に 身体活動量 の 低

下で ある と考え られ る が
， 体質また は 身体活動量 の 低

下 の 程度 に よ っ て は 必ず し も肥 満 に 結びつ か な い 場合

もあ る と報告 し て い る．本研 究 に お い て は ， 体質や

MAP 以外 の 身体 活動量 の 比較 は 行 っ て い な い ．し か

し，BF 群 と BNF 群 は 同
一

地域 に 居 住す る住 民 で あ

り，体質に 差がある と は考え ら れ な い ．そ し て ， 機械

化 さ れ て い な い 農業を営む BF 群 と都市型生活を営む

BNF 群 の 身体活動 量 に 差 が な い とは 考 え に くい こ と

か ら，両被験者群間 に み られた UN と UO の 出現率 の

差 は ．BNF 群 に 比較 し て BF 群 の 身体活動量 の 低 下 が

著 し く な い こ と を 示唆し て い る もの と 考え られ る．本

研究 に お け る BF 群 と K 村被験者 の
一

部 の 日常 生 活

中 の 心 拍数を 測定 し た 大柿（1989♪は ，BF 群被験者 の

身体 活動量 は K 村 よ り低 い が 日本 や 北米 の 住 民 よ り

高 い と ，
こ
’
の 見解を支持す る結果 を報告 し て い る．

　一方，Fitを示す もの の 割合 に も大差 が 認 め られな

か っ た ．しか し，FN と FO の 出現率 に は 顕著 な差 が 認

め られ た．すな わ ち，BF 群 で st　FO （12．5％）に くら

べ て FN （34．3％）の 出現率が 明 ら か vc高 い の に 紺 し，

BNF 群 で は FN （26．4％〉 と FO （22．2％）の 出現率

に 大差 が 認 め ら れ な か っ た ，実験的研 究 に よ れ ば
， 肥

満 の 解消 に適 した運動 は
， 長時間 の 緩 や か な運動だ と

され て い る （Davies　et　aL ，1972； Gwinup ，1975；進i

藤 ら，1974 ；堤 ら，1976）．し か し，MAP は 短時間 の

激 し い 運動 で も増加す る こ とが知 ら れ て い る （浅見 ら，

1973 ；猪飼 ら，1973 ；加 賀谷，1974）．

　本 研究 で は ，BNF 群 に つ い て は MAP 以外 に 身 体

活動量 の 調査 は 行 っ て い な い ，し か し，BNF 群 の中に

は 学生 も含ま れ て お り，ま た，B 村は 高度 に 近代化 さ

れ て お らず，BNF 群 の 中 に は 身 体活動 を伴 う仕事 に

従事する もの もある と考え ら れ ， 短時間の強 い 運動を

行 っ て い る 可能性を否定 で きな い ．した が っ て
， 両被

験者群 に お け る FN と FO の 出現率 の 差 は
， 両被験者

群 の 身体活動 の 質的差異を表 し て い るもの と考え られ

る ．

　 以上示 した よ うに，MAP に は 顕著 な差が認 め られ

な か っ た が，身体活動量 の 低下 の 程度は BNF 群 の 方

が大きい と考え られ た ．ま た，両被験者群間 に は ，身

体活動 の 質的相違 が 予測 された．した が っ て ，近代化

に 伴 う肥満増加 の 原因 は ， 身体活動量 の 低下 お よ び身

体活勤 の 質的 変化 に 基 づ く可能性が高 い もの と考 えら

れ た ．

　　　　　 　　　　　 要　約

　近代化 に伴 う肥 満増加 の原因を 明ら か に す る 目的

で ，近 代 化 さ れ る 以前の 日本 社会に 類似 し た 生 活を 営

む ネーe　一一ル 人 集団（K 村），首都カ ト マ ン ズ近郊 で 機械

化 され て い な い 農業 を営む ネ パ ー
ル 人集団 （BF 群 ）お

よ び BF 群 と同
一

地区 に 居住 して い る が，都市型生活

を営む ネ パ ー
ル 人集団 （BNF 群）を対象に ，体脂肪率
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272 ネパ ー
ル 人 を対象 と した 体脂肪率 と生 活 形 態 に 関 す る 比 較研 究

（％Fat），栄養調査お よ び 最大酸素摂取量 （MaXimal

Aerobic　Power ，　MAP ） な ど の 測 定 を 行 っ た．

（1） ％Fat の 平均値 お よ び肥満 者 の 出現 率は，　 BNF

群，BF 群，　K 村 の 順 に 高 く，近代化の程度と肥満 は 密

接 な関係 に あ っ た ．

〔2） 摂取 エ ネ ル ギ ーは，BF 群 や BNF 群 よ り K 村の

方 が 明 らか に 高 い 傾 向を示 し た．ま た ，BF 群 と BNF

群 の 比 較 で は ，顕著 な 差 は 認 め ら れ な か っ た．

（3） 各被験者群 の 脂質お よ び動物 性脂 質 の 摂取 量 に

は ， 顕著 な差 が 認 め られなか っ た ．ま た，脂質 お よ び

動物性脂質 X ネ ル ギ
ー

比 は ， E 本人 よ りか な り低 い も

の で あ っ た．

  　繊維 の 摂取量 は
，
BF 群 や BNF 群 よ り K 村 の 方

が明 らか に 高か っ た ．しか し，BF 群 と BNF の 比較で

は，顕著な差 は 認 め られな か っ た ．ま た，両群 の 平均

値は，日本人 よ りか な り高 い もの で あ っ た ．

  　K 村の MAP は，　 BF 群 や BNF 群 よ り明 ら か に

高 い 傾 向を示 し た．ま た ，BF 群 と BNF 群 の 比較 で は ，

MAP に は 顕 著 な 差 が 認 め られ な か っ た．し か し，

BNF 群 の 身体活動量 の 低下 の 程度 は BF 群 よ り大 ぎ

い と考 え られ た ．また，両被験者群間 に は
， 身体活動

の 質的相違が 予 測 さ れ た．

〔6＞ 以上 の 結果 か ら，近代化に伴 う肥 満増加 の 原因 は ，

身体活動 の 低下 お よ び 質的変化 に 基 づ く可 能性 が 高 い

もの と考え られ た．

　 本研 究は，昭和62年度な らび に 63年度文部 省科学研

究費補 助金 （海外学 術研究）の 援助 を 受 け て 実施 し た

「ネ パ ー
ル に お げ る 高 血 圧発症要 因 の 比較疫学的研究 」

（研究代表者 ：緒方道彦）の
一

環 と し て 行 わ れ た も の で

あ る。
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